
	 2 0 2 4 年 7 月 号 	 54	 フ  レ  ン  ド

日
にち

曜
よう

日
び

の選
せん

択
たく

イ
ラ
ス
ト
／
フ
ィ
オ
ナ
・
パ
ワ
ー
ズ

「せいさんって何
なに

？」とアニタがたずねました。

いと思
おも

いました。
「明

あ

日
す

は遊
あそ

べないって今
いま

思
おも

い出
だ

した 」
と，エボレットは言

い

いました。「ごめん
ね。明

あ

日
す

は家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

くの。」
アニタは立

た

ち上
あ

がると，またはねまし
た。「どうして？」

エボレットもジャンプし始
はじ

めました。
「そうね，イエス様

さま

にしたがいたいの。わ
たしの家

か

族
ぞく

は毎
まい

週
しゅう

日
にち

曜
よう

日
び

に教
きょう

会
かい

に行
い

っ
て，イエス様

さま

のことを学
まな

び，せいさんを
取
と

るの。」
「せいさんって何

なに

？」アニタがたずねま
した。
「イエス・キリストを覚

おぼ

えるために，小
ちい

さな一
ひと

切
き

れのパンを食
た

べて，小
ちい

さなカッ
プに入

はい

った水
みず

を飲
の

むの」と，エボレット
は説

せつ

明
めい

しました。「それからいろんな人
ひと

が，イエス様
さま

がどのように自
じ

分
ぶん

たちを助
たす

けてくださっているかについて話
はな

すの。
その後

あと

で，子
こ

供
ども

のための特
とく

別
べつ

なクラスが
あるのよ！」
「楽

たの

しそう！」と，アニタは言
い

いました。
「わたしも行

い

ってもいい？」

このお話
はなし

はアイスランドでの出
で

来
き

事
ごと

です。

 「もっと高
たか

く！」エボレットは友
とも

達
だち

の
アニタに言

い

いました。二
ふた

人
り

はエボ
レットのトランポリンでどこまで高

たか

く
ジャンプできるか試

ため

していたのです。
ちょうどそのとき，アニタがとても高

たか

くとび上
あ

がりました。アニタの足
あし

がふた
たび着

ちゃく

地
ち

すると，反
はん

動
どう

でエボレットの体
からだ

がとび上
あ

がり，女
おんな

の子
こ

たちは二
ふた

人
り

とも落
お

ちて，トランポリンにぶつかりました。
二
ふた

人
り

は笑
わら

いました。
「これ，楽

たの

しいね 」と，アニタが言
い

いま
した。「明

あ

日
す

も遊
あそ

べる？」
エボレットはあおむけにトランポリン

にたおれました。「うん！ 遊
あそ

ぼう。」
「わたしのおばあちゃんの家

いえ

で遊
あそ

べる
わ。」アニタのおばあちゃんは，エボレッ
トの家

いえ

から数
すう

軒
けん

はなれたところに住
す

んで
います。

そのとき，エボレットは明
あ

日
す

が日
にち

曜
よう

日
び

だったことを思
おも

い出
だ

しました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に行
い

きたいと思
おも

いました。アニタと遊
あそ

ぶ
のは楽

たの

しいでしょうが，良
よ

い選
せん

択
たく

をした

あなたはだれを教
きょう

会
かい

にまねくことが 
できるでしょうか。

リベカ・ジェイクマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「もちろん！」エボレットはにっこりし
ました。

アニタは走
はし

って家
いえ

に帰
かえ

り，おばあちゃん
に，エボレットと一

いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

っても
いいか聞

き

きました。次
つぎ

の朝
あさ

，エボレット
と家

か

族
ぞく

はアニタをむかえに行
い

きました。
教
きょう

会
かい

に着
つ

くと，エボレットはアニタを
案
あん

内
ない

しました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の部
へ

屋
や

，体
たい

育
いく

館
かん

，
礼
れい

拝
はい

堂
どう

を見
み

せました。
やがてせいさん会

かい

の時
じ

間
かん

になり，エボ
レットとアニタは一

いっ

緒
しょ

にすわりました。
せいさんの間

あいだ

，エボレットはイエス・キ
リストについて考

かんが

えようとしました。そ
れから二

ふた

人
り

はお話
はなし

を聞
き

きました。
そして，初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の時
じ

間
かん

になりました！
エボレットはアニタを何

なん

人
にん

かの友
とも

達
だち

に
しょうかいしました。
「わたしの友

とも

達
だち

のアニタです」と，エボ
レットは言

い

いました。

「今
き ょ う

日は来
き

てくれてとてもうれしいわ。
わたしはマグナソン姉

し

妹
まい

です」と，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の先
せん

生
せい

が言
い

いました。
アニタとイエス・キリストについての

レッスンを聞
き

いていると，エボレットは幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちがしました。アニタと一
いっ

緒
しょ

に
教
きょう

会
かい

にいるのがうれしかったのです。ふ
り返

かえ

って，アニタににっこりとほほえみか
けると，アニタもほほえみかえしました。
「さそってくれてありがとう」と，アニ

タは帰
かえ

り道
みち

で言
い

いました。
エボレットは，イエス・キリストにした

がえてよかったと思
おも

いました。そして，
アニタもイエス・キリストについて学

まな

び
たいと思

おも

ってくれたことをうれしく思
おも

い
ました。

トランポリンでジャンプして空
くう

中
ちゅう

をと
ぶのは楽

たの

しいですが，エボレットが感
かん

じた
温
あたた

かい気
き

持
も

ちはさらに良
よ

いものでした。●


